
 

 

９月９日(土)に発生した台風１８号は、13 日(水)18 時には宮古島の北東約 70km の

海上で、中心気圧950hPa、中心付近の最大風速45m/sの非常に強い勢力となりまし

た。 

台風は宮古島の北の海上を発達しながら北西へ進み、14日(木)12時には、東シナ

海を勢力を維持したまま北上を続け沖縄地方から次第に遠ざかっていきました。 

最大瞬間風速について、下地島空港で 50.9m/s（13 日 18:48）、宮古島市下里で

48.3m/s（13 日 18:33）、宮古空港で 47.3m/s（13 日 19:01）を観測しました。 

 今回の台風では、12 日に沖縄本島から宮古・石垣へ 21 人、また宮古・石垣から周

辺離島へ 15 人の事前派遣を行いました。 

 14〜16日には沖縄本島・石垣から計74人を追加派遣し、総勢131人で復旧にあた

りました。 

 

設備被害状況 

電柱破損（折損、倒壊）  1 本 

電線断線［高圧］      6 条・スパン 

電線断線［低圧］     15 条・スパン 

柱上変圧器破損      6 台 

バインド外れ、碍子破損等： 

約 1,400 箇所 

 

停電状況 

最大時停電戸数    20,440 戸 

（9/14 3:00） 

 

 

 

 

台風18号 



 

復旧作業の様子（宮古島市平良） 

 

 

 

電線への樹木接触 


